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Development of a Web Site to Support Subsidy Application 
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KOBAYASHI Yuji＊3, YAMADA Tsutomu＊4 and AKASAKA Yukihiro＊5  
 
Summary 
The Nagasaki-shi hokubu Society of Commerce and Industry(NSCI) supports the small and medium 
enterprises in the north area in Nagasaki City, which apply for the public subsidy. The support 
service is complex and also burdens heavily. So, NSCI found the web site to support subsidy 
application to be necessary. In this report, the development of such web site system is discussed. 
Because the system developed here does not require the special technologies and paid software, it is 
easy for porting to other webserver. 
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造を示す。 
 





































[第 1 要素番号]：データ(レコード)の件番号 
[第 2 要素番号]：データ(レコード)内の特性番号 
[第 3 要素番号]：特性内のパラメータ番号 
 


































































する(表 3 参照)。 
 
















Range 範囲(2 つの TextBox による範囲
指定) 















Range Web 画面での表示『[説明 1]：
TextBox1 [説明 2]～[説明 3]：
TextBox2 [説明 4]』に対応させ





Period Web 画面での表示『[説明 1]：
DateBox1 ～ [ 説 明 2] ：
DateBox2 』とするので、「説
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(B) 入力用と確認用 HTML ひな形ファイル 
事業計画の入力および確認用の Web 画面の
ひな型となる HTML ファイル 
(C) 出力用 Microsoft Word ひな形ファイル 
作成した事業計画を出力するときにひな型























① 項目 ID 
事業計画の設問、回答と表示指定の項目につける
番号(ID)で、半角 3 文字「TM#」に続く 6 桁の数
字で表す。6 桁の数字の先頭の桁は設問の大分類




項目の形式を表す文字列を設定する(表 5 参照)。 
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③ 項目形式への付加情報 
②で指定した項目形式に対する付加情報をパラメ
ータとして設定する(表 6 参照)。 
④ 値 
登録された値を設定する(表 7 参照)。 
 








  (「0」は制限なし)。 
{引数 2}：TextBox の横幅指定。 
※文字数が制限された時は、処
理後に関数 count を設定。 




{引数 2}：TextArea の横幅指定 
{引数 3}：TextArea の高さ指定 
※文字数が制限された時は、処
理後に関数 count を設定。 
SingleSelect 形式：{引数 0}／／{引数 1}／／
…／／{引数 n} 
{引数 0}：「選択してください」 
{引数 k}：k 番目の選択肢の内容 
(k=1,…,n) 
MultiSelect 形式：{引数 a}／／{引数 b}／／




{引数 k}：k 番目の選択肢の内容 
(k=1,…,n) 
Table 形式：{引数 a}／／{引数 b}／／




項目の ID (k=1,…,n) 









項目の ID (k=1,…,n) 




数 (k=1,…,n)【n は可変】 
◎sum：合計計算。引数は計算
する項目の個数だけ並ぶ。 
◎ratio：比率計算。引数は 2 個 
{引数 1}は分子の項目の ID、 









Sentence NA 【入力不可】 
TextBox NA 入力された文字列 
TextArea NA 入力された文字列 
SingleSelect NA 選ばれた選択肢 
MultiSelect NA 選ばれた選択肢を 
「／／」で区切る。 
Table NA 【入力不可】 
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事業計画データファイル内の個々の項目情報の中で、







































項目の ID を表す。 
 

























   
 大分類１  
   
 大分類 2  
   
 大分類 3  
   
 大分類 4  
   
 大分類 5  
   
 大分類 6  
    













   
確  認  
 
図 1 事業計画作成画面レイアウトイメージ 
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最後に、当サブシステムの操作環境について述べる。
事業計画の作成、中断・再開、出力に対応するために、


























Microsoft Word 形式のどちらかを選択する。 




ァイルは、通常の Microsoft Word で開いて編
集や印刷もできる。 
 
上の 4 つ操作に対応して 4 枚の Web ページを作成




























































して PHP、HTML、CSS と JavaScript を利用する。こ
れらの言語の採用に際しても要件定義⑧を考慮している。 
 




イルの 1 行に対して、 
 




Sentence 、 TextBox 、 TextArea 、 SingleSelect 、



















<input type="text" style="width: 30em;" 













<textarea id="id514004" name="nm514004" 
cols=40 rows=8 class="inArea"> 
※※※改行※※※</textarea><br> 























































対する HTML コード生成の第 1 段階。その
後、事業計画データファイル内の項目に対
する HTML コードの生成がすべて終了する
と、項目形式 table 以外の項目の HTML コ
ードは生成されている。第 2 段階の処理で
は、<table>タグ内に残る項目 ID の文字列




成された HTML コードを対応させた配列を作成する。 
 
4.2 項目に応じた処理関数の設定 









表 8 事業計画作成作業で利用する JavaScript 関数 
 
関数名 機能など 
sum 総和計算。引数は 2 個。第 1 引数は計算
結果を表示する項目 ID。第 2 引数は総
和計算の対象とする複数の項目 ID か
らなる配列。 
ref 参照。引数は 2 個。第 1 引数は参照値を
表示する項目 ID。第 2 引数は参照元の
項目 ID。単 1 選択や複数選択の選択結
果の参照にもこの関数を用いる。 
ratio 比率計算。引数は 3 個。第 1 引数は計算
結果を表示する項目 ID。第 2 引数は分
子の項目 ID、第 3 引数は分母の項目
ID。 
count 文字数計算。引数は 2 個。第 1 引数は計











引数は 2 個。第 1 引数は複数選択の項
目 ID。第 2 引数は選ぶことができる選
択肢の最大数。 
 




式での Function 指定や、4.1 節(2)(3)(4)のように生成
された HTML コードによって、動的に設定する必要
がある。表 8 の関数が設定されるべきタグを表 9 に示






















に応じて 6 個の HTML ひな型ファイルを用意し、こ
れらに適切な HTML コードを組み込んだ後に連結さ
せて組み込む。6 個の HTML ひな型ファイルは、それ
ぞれ図 1 のイメージのようなタブ配置などのレイアウ
ト部分と設問表示パネル部分で構成される。表 10 に
第 1 大分類の設問表示パネル部分の HTML コードを




を、4.1 節で作成した項目 ID と HTML の生成コード
の対応配列を用いて、対応する HTML コードで置き
換える。例えば、表 10 の行 ID[C08]は、4.1 節(1)より
次のような文字列に置き換えられる。 
 




表 9 JavaScript 関数を設定するタグ 
 
関数名 設定タグ 




ref 第 2 引数の参照元のタグに設定する。 
※参照元に変化があれば、表示先のタグ
(第 1 引数)の表示に反映する。 








mSelect 第 1 引数のタグに設定する。 
 
表 10 一つの HTML ひな型ファイルの一部 
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5．おわりに 
























(1) Webページ「経営計画つくるくん 公式サイト」 









ース 2019年度卒業研究論文 (2020.2) 
 
